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　　わ

両
両の

雛
渤
黙

牧砕
　り一水

フ
レ
ー
も
食
事
も

　
　
無
気
・
璽
憂

　
仲
深
の
老
人
ク
ラ
フ
会
員
で
つ
く
っ
て

い
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
（
矢
野
金
雄

会
長
以
下
十
一
名
）
は
笛
週
二
回
公
民
館

前
広
場
で
練
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
プ
レ
ー
の
楽
し
み
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

会
員
た
ち
は
お
冒
一
の
食
事
時
間
が
と
て
も

楽
し
み
で
集
ま
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
も
そ
の
は
す
。
練
習
場
そ
ば
に
あ

る
会
員
た
ち
み
ん
な
で
こ
し
ら
え
た
休
憩

小
屋
で
は
、
お
昼
前
に
な
る
と
い
ろ
り
に

火
を
入
れ
、
そ
れ
を
囲
ん
で
み
ん
な
が
持

ち
寄
っ
た
手
作
り
お
弁
当
を
分
け
ム
ロ
い
な

が
ら
い
つ
も
楽
し
く
食
べ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
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人　口5，696人（△4）

　男　2，726人（△2）

　女2。970人（△2）

世帯数1，7E7戸（±o）

　平成6年2月1日現在
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O
ス
タ
ー
ト
を
告
げ
る

　
　
　
　
　
ピ
ス
ト
ル
の
音

0
回
転
よ
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
響
く

　
　
　
　
　
靴
の
音

O
走
る
ほ
ど
大
き
く
な
っ
て
い
く

　
　
　
　
　
息
づ
か
い
の
謹
目

O
ゴ
ー
ル
で
選
手
を
出
迎
う

　
　
　
　
　
拍
手
の
音

　
藁
厘
㌦
♂

幾

帽，

F
■

、
黙，
「L、

つ
・
け
・
た

　
【
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
】

　
　
　
　
　
　
　
（
宣
言
タ
イ
ム
走
）

　
o
個
人
の
部

　
一
位
　
橋
口
陽
平
（
小
野
田
）
3
秒

　
差
、
二
位
　
佐
藤
勇
樹
（
鶴
劉
内
）

　
5
秒
差
、
三
位
　
岩
村
麻
衣
（
新
富

　
町
）
1
1
秒
差

　
O
親
子
の
部

　
一
位
　
川
原
洋
信
・
佑
太
（
田
野
）

－o

b
差
、

　　　　　　　　　績　　　　　　成1　　　会大
二
位
　
三
浦
満
・
志
乃
（

日
向
市
）
1
2
秒
差
、
三
位

黒
木
寿
美
・
香
寿
美
（
日

向
市
）
1
7
秒
差

【
小
学
3
・
4
年
生
3
キ

　
ロ
女
子
】

一
位
伊
東
綾
（
日
向
市
）

12

ｪ
2
4
秒
、
二
位
　
林
夏

美
（
日
向
市
）
1
2
分
2
7
秒
、

三
位
　
自
主
あ
ゆ
み
（
都

農
町
）
1
2
分
3
0
秒

【
小
学
3
・
4
年
3
キ
ロ

男
子
】一

位
　
黒
木
孝
太
（
日
向
市
）
H
分

13

b
、
二
位
　
松
岡
賢
次
郎
（
日
向

市
）
1
1
分
2
3
秒
、
三
位
　
黒
木
祐
介

（
都
農
町
）
1
2
分
2
6
秒

【
小
学
5
・
6
年
生
3
キ
ロ
女
子
】

一
位
矢
野
清
香
（
都
農
町
）
1
1
分

46

b
、
二
位
　
東
早
業
（
都
農
町
）

珍
分
P
秒
、
　
一
二
位
　
　
里
…
木
静
サ
化
　
（
都

農
町
）
1
2
分
2
7
秒

《避醐飛6　講　鑓月　筆3業

▲レース終了後、おたのしみ抽選会も
　行なわれました

【
小
学
5
・
6
年
生
3
キ
ロ
男
子
】

】
位
　
服
部
達
哉
（
日
向
市
）
1
0
分

57

b
、
二
位
　
黒
木
哲
夫
（
日
向
市
）

11

ｪ
1
秒
、
三
位
　
三
浦
幸
大
（
日

向
市
）
1
1
分
7
秒

【
中
学
生
3
キ
ロ
女
子
】

一
位
　
松
尾
良
子
（
南
郷
村
）
1
1
分

42

b
、
二
位
　
黒
木
絵
奈
（
南
郷
村
）

12

ｪ
1
2
秒
、
三
位
戸
越
さ
お
り
（
延

岡
市
）
1
2
分
2
2
秒

【
中
学
生
5
キ
ロ
男
子
】

「
位
　
直
野
祐
樹
（
福
引
）
1
8
分
9

秒
、
春
木
賢
一
郎
（
迫
野
内
）
1
8
分

16

b
、
三
位
　
甲
斐
健
太
郎
（
日
向

市
）
1
8
分
2
8
秒

＝
般
女
子
3
キ
ロ
2
9
歳
以
下
】

一
位
　
原
田
美
穂
（
福
瀬
）
1
1
分
3
0

秒
、
二
位
　
鬼
塚
紀
代
子
（
北
方
町
）

？
二
♪
4
少

ー
ラ
3
和

＝
般
女
子
3
キ
ロ
3
9
歳
以
下
】

一
位
黒
木
裕
子
〔
西
郷
村
）
1
4
分

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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16

b
、
二
位
　
志
岐
智
子
（
日
向
市
）

14

ｪ
5
7
秒
、
三
位
　
平
田
純
子
（
日

向
市
）
1
5
分
4
1
秒

＝
般
女
子
3
キ
ロ
4
9
歳
以
下
】

一
位
黒
木
絹
子
（
鶴
野
内
）
1
2
分

45

b
、
二
位
　
塩
月
英
子
（
福
瀬
）

【一

ﾊ
女
子
3
キ
ロ
5
0
歳
以
上
】

一
位
福
田
ヨ
シ
子
（
小
林
市
）
1
4

分
3
4
秒
、
二
位
　
栗
須
キ
ミ
エ
（
野

尻
町
）
1
7
分
7
秒

＝
般
女
子
5
キ
ロ
】

・
蚤

一
位
　
越
智
晴
美
（
B
向
市
）
2
1
分

56

b
、
二
位
　
太
鼓
房
江
（
え
び
の

市
）
2
2
分
5
5
秒
、
三
位
　
黒
木
弘
子

（
日
向
市
）
2
3
分
1
5
秒

＝
般
男
子
5
キ
ロ
2
9
歳
以
下
】

一
位
　
松
葉
広
司
（
日
向
市
）
1
5
分

53

b
、
二
位
　
黒
木
龍
男
（
門
川
町
）

16

ｪ
3
8
秒
、
三
位
　
海
野
達
也
（
坪

谷
）
1
7
分
3
秒

＝
般
男
子
5
キ
ロ
3
9
歳
以
下
】

一
位
　
橋
口
旬
弘
（
門
川
町
）
1
6
分

19

b
、
二
位
　
石
見
誠
（
北
川
町
）

16

ｪ
2
1
秒
、
三
位
　
松
葉
重
孝
（
川

南
町
）
1
6
分
3
0
秒

＝
般
男
子
5
キ
ロ
4
9
歳
以
下
】

一
位
安
藤
和
行
（
門
川
町
）
1
6
分

27

b
、
二
位
　
佐
藤
政
広
（
日
向
市
）

16

ｪ
4
7
秒
、
三
位
　
川
崎
薫
（
日
向

市
）
1
7
分
4
1
秒

【一

ﾊ
男
子
5
キ
ロ
5
9
歳
以
下
】

一
位
斉
藤
和
洋
（
小
林
市
）
1
7
分

43

b
、
二
位
　
栗
須
信
利
（
野
尻
町
）

18

ｪ
7
秒
、
三
位
　
菊
地
義
雄
（
門

川
町
）
1
8
分
5
9
秒

＝
般
男
子
5
キ
ロ
6
0
歳
以
上
】

一
位
　
石
田
正
】
（
延
岡
市
）
2
1
分

51

b
、
二
位
　
松
岡
國
春
（
日
向
市
）

23

ｪ
4
7
秒
、
三
位
　
橋
谷
繁
徳
（
小

林
市
∀
2
8
分
6
秒

【一

ﾊ
男
子
1
0
キ
ロ
】

一
位
　
中
戸
健
二
（
日
向
市
）
3
4
分

34

b
、
二
位
　
松
田
義
彦
（
日
向
市
）

37

ｪ
1
秒
、
三
位
　
阪
田
善
英
（
高

千
穂
）
3
8
分
1
8
秒
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9

悟
る
ε
と
市
場
シ
り
ー
ス
8

福
瀬
老
人
ク
ラ
ブ

　
手
作
り
口
縄
を

　
　
　
　
　
　
　
展
示
即
売
焔

　
A
コ
ー
プ
店
内
の
“
い
き

い
き
地
場
産
品
コ
ー
ナ
ー
”

に
初
め
て
老
人
ク
ラ
ブ
作
品

が
即
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
月
末
に
佐
藤
光
男
さ
ん

（
鶴
野
内
）
、
吉
田
松
太
郎
さ

ん
（
田
野
）
両
氏
か
ら
手
ほ

ど
き
を
受
け
約
一
ヶ
月
で
丹

精
込
め
て
作
り
あ
げ
た
し
め

縄
五
十
点
。
数
々
の
年
末
商

品
と
肩
を
並
べ
て
見
事
完
売
。

　
「
手
づ
く
り
」
　
「
本
物
」

は
消
費
者
が
今
一
番
求
め
る
も
の
。

誰
で
も
気
楽
に
利
用
で
き
る
特
産
品

販
売
所
で
皆
さ
ん
の
自
慢
の
品
々
を

多
数
出
品
し
て
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。

滋

■
納
品
時
間
一
毎
朝
1
1
時
ま
で

■
値
段
・
荷
姿
－
個
人
で
決
定

■
手
数
料
1
1
一
売
値
の
1
0
％

登
録
手
続
き

　
役
場
農
政
課
又
は
A
コ
ー
プ
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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一番大きな祭りは

　　3月17日の「聖バトリックの日」

　日本では祭りはとても大切な役割を果たしているようで

す。各地に根付いた祭りから近年始められた『温泉祭り』

など．いろいろ多彩な祭りがあって＼往｝日E二本のどこかで

祭りが行われているといっても言い過ぎではないでしょう。

アイルランドでの一番大きな祭りは間違いなく3月1ア日の
『聖バト1」ックの日（St．　Patricκs　Day）』です。この日は

国民の祝日で、お祭りやパレード、歌、踊りなどを催して

5世紀にアイルランドにキリスト教をもたらした聖ハトリ

ックを偲びます。また、アイルランド系の人々は＼世界中

に『アイルランドの友情』の手を広げてこの特別な日を祝

います。

　驚いたことに聖ハトリックはアイルランド人ではなかっ

たのにアイルランド人をキリスト教化するために生涯をさ

さげました。16オの時、イギリスに住んでいた聖バトリッ

クは酒賊に捕まりました。それから逃げる時まで奴隷とし

て15年間アイルランドの農場で働きました。フランスで宣

教師として勉強したあとにアイルランドでキリスト教を広

めて戻ってきました。伝説によって蛇は鬼を代表している

もので聖人バトリックが蛇を国外に追放しました。

　聖人ハトリックの日のパレードは、今では世界各地で行

われるようになりました。なかでも壮観なのはニューヨー

ク市のパレードで、その起源は1870年代にさかのぼります。

この日、シンボルカラーである緑色のネクタイやスカーフ

を付けた200万人の参加者が5番通りの聖バトリック教会

の前をパレードし、回りはさながら『緑の海』のようにな　茅

ります。米国にはアイルランド系の人々が4＝F万人以上も　こ・

イ主んでおり、ここでも3月17日を特別な祝日に定めていま

すQ

　アイルランド蔵米国人といえば．おそらくケネティ大統

領のイメージで象徴されるかと思います。アイルランド人

の血を引くケネディのお陰でアイルランド系ロビストは米

国政界の前面に出て堂々と活躍するようになりました。そ

のロビー活動は現在でもワシントンで強大な影響力を持ち

続けています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　娩
日本とのパートナーシップと友好関係［ま年ごとに拡大し謬

ll難練踊六感驚風

本の皆さまとともに

アイルランドの国民

の祝日を祝いたいと

思います。

▲世界的な名声を博す、アイルランドの

　クリスタル工芸

鰯鞭繍謬難船瞭神擁禰瓶喩磁騙蜘勾漣齢一同鞠訊典．．

走
る
な
1
止

　
こ
れ
は
自
動
車
学
校
教
習
所
の
路

上
教
習
中
に
発
生
し
た
学
童
の
死
亡

事
故
で
す
。

　
幅
貝
六
m
、
歩
道
の
あ
る
二
車
線

の
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
、
教
習

車
が
、
そ
の
横
断
歩
道
に
近
づ
い
た

時
、
歩
道
を
歩
い
て
き
た
学
童
が
横

断
歩
道
を
渡
る
構
え
を
み
せ
た
の
で

慌
て
て
横
断
歩
道
の
手
前
で
止
っ
た
。

そ
れ
を
見
た
学
童
は
手
を
上
げ
な
が

ら
走
っ
て
横
断
を
始
め
た
。
と
こ
ろ

が
こ
の
時
教
習
車
の
す
ぐ
後
方
に
つ

い
て
い
た
小
型
ト
ラ
ッ
ク
が
無
暴
に

も
教
習
車
の
右
側
を
擦
り
抜
け
て
横

断
歩
道
を
通
過
し
よ
う
と
し
た
為
、

走
っ
て
き
た
学
童
と
出
合
頭
と
な
っ

て
教
習
生
の
目
の
前
で
学
童
を
跳
ね

て
し
ま
っ
た
。
学
童
は
い
つ
も
教
え

ら
れ
た
と
お
り
行
動
し
た
の
に
事
故

に
遭
っ
た
の
で
す
。
小
型
ト
ラ
ッ
ク

の
違
法
な
行
動
こ
そ
警
察
の
厳
し
い

取
締
り
が
必
要
な
の
で
す
が
、
問
題

は
そ
れ
だ
け
で
は
こ
の
よ
う
な
事
故

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
実

で
す
。

　
こ
の
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
よ
う
な
心

無
い
ド
ラ
イ
バ
ー
は
い
く
ら
取
締
っ

て
も
後
を
絶
た
な
い
と
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
ら
子
供
を

守
る
為
の
安
全
教
育
の
課
題
と
し
て
、

自
分
で
自
分
を
守
る
教
育
を
し
な
け

死
者

県全
内国

八
五
三
人

　
一
〇
人

口
椎
葉
村

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

東
郷
町

門
川
町

日
向
市

　
）
0
　
0
　
（
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6
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事物
ﾌ損

　
　
　
歩
い
て
渡
ろ
う

1　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
断
歩
道

替
所
の
路

・
童
の
死
亡

叩
る
二
車
線

－
道
、
教
習

近
づ
い
た

一
学
童
が
横

》
せ
た
の
で

で
止
っ
た
。

主
げ
な
が

～。

ﾆ
こ
ろ

後
方
に
っ

！
が
無
暴
に

抜
け
て
横

こ
た
為
、

H
頭
と
な
つ

童
を
跳
ね

つ
も
教
え

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
事
故
の
例

を
み
て
も
、
学
童
が
走
ら
ず
に
歩
い

て
渡
れ
ば
小
型
ト
ラ
ッ
ク
は
先
に
過

ぎ
て
事
故
は
発
生
し
な
か
っ
た
は
ず

で
す
。
単
に
小
型
ト
ラ
ッ
ク
が
悪
い

か
ら
と
相
手
の
せ
い
ば
か
り
に
せ
ず
、

「
走
っ
た
か
ら
事
故
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
…
」
と
考
え
て
い
た
だ
き
、

特
に
子
供
た
ち
に
は
横
断
歩
道
を
渡

る
と
き
は
必
ず
歩
い
て
渡
る
よ
う
に

指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

　
県
内
で
も
こ
れ
と
同
じ
事
故
が
何

件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
　
「
走
る
な

歩
い
て
渡
ろ
う
」
こ
れ
が
学
童
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
安
全
教
育
の
し
つ

け
の
大
事
な
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
く
1
月
末
累
計
（
　
）
内
は
当
月
分
V
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　　　　　　蠣8こハり④

ゆ
　
　
　
町
内
に
は
音
楽
を
楽
し
む
団

　
　
　
体
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
団
体
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
表
す
る
機
会
が
な
く
て
他

の
団
体
の
人
た
ち
と
も
「
発
表
で
き

る
場
が
ほ
し
い
ね
…
！
」
と
話
し
出

し
た
の
が
切
っ
掛
け
で
し
た
。

　
　
　
「
か
ん
む
り
山
の
音
楽
会
」
を

0　
　
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
動

機
は
何
で
す
か
：
：
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
開
催
決
定
後
か
ら
当
日
ま
で

0　　
　
の
間
、
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
…
…
？

の
　
　
　
初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と

　
　
　
で
や
は
り
出
演
者
の
意
欲
づ

け
、
そ
れ
と
お
客
様
が
見
に
来
て
く

れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
心
配
で
し
た
。

そ
れ
以
外
に
運
営
資
金
の
調
達
と
、

各
団
体
と
も
練
習
時
間
が
充
分
と
れ

ゆ
　
　
　
今
回
の
成
果
を
思
え
ば
今
後

　
　
　
も
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、
他
の
団
体
の
み
な

さ
ん
と
、
今
後
の
活
動
と
流
れ
を
み

な
が
ら
考
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
第
二
回
、
第
三
回
と

0　
実
施
は
考
え
て
い
ま
す
か
…
？

±目

y
会
が
成
功
し
た
翌
日
、
田
原

　
実
行
委
員
長
に
お
話
し
を
伺
い

　
ま
し
た
…
・
：

　
あ
と
個
人
的
に
な
り
ま
す
が
、
習

い
事
を
す
る
人
の
意
欲
づ
け
と
数
分

の
問
で
も
ス
タ
ー
と
な
る
快
感
を
味

わ
い
た
か
っ
た
か
ら
…
…
で
す
ね
。

覆り

蔭
φ
尊
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

　
今
回
の
音
楽
会
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

と
し
て
行
な
わ
れ
、
入
場
者
四
百
三

十
人
か
ら
い
た
だ
い
た
入
場
料
十
万

七
千
三
百
円
は
、
音
楽
会
終
了
前
に

実
行
委
員
長
の
田
原
千
春
さ
ん
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
し
て
「
福

祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
全

額
県
の
共
同
募
金
会
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

ザ
む

r
毒

げ
、
』

、

ゆ
　
　
　
自
分
達
が
日
頃
練
習
し
て
い

　
　
　
る
芸
を
人
そ
れ
ぞ
れ
に
共
鳴

し
て
頂
く
に
は
人
の
協
力
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

と
し
て
臨
む
こ
と
が
私
達
の
人
に
対

す
る
お
か
え
し
で
あ
る
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

　
　
　
今
回
の
音
楽
会
は
チ
ャ
リ
テ

0　　
　
イ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

で
実
施
し
た
理
由
は
何
で
す
か
…
？

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　　　　ロハ　　　のい　

　　　　　△

〆♪＝竃
　
立
春
を
目
前
に
し
た
一
月
一
一
一
十
日
（
日
）
、
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
「

か
ん
む
り
山
の
音
楽
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
音
楽
会
は
町
内
の
保
育
園
児
か
ら
七
十
代
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
、

総
勢
九
十
四
名
の
音
楽
愛
好
者
が
集
ま
り
日
頃
親
し
ん
で
い
る
楽
器
演
奏
を

披
露
す
る
も
の
で
、
和
太
鼓
や
大
正
琴
そ
れ
に
ピ
ア
ノ
と
い
っ
た
和
風
と
洋

風
の
音
楽
を
一
度
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉



粥8ごう⑥まち。もア」し，、ム1灘灘
義描　今年も4位に入賞
、セr

　　　　　　一第36回東臼杵郡青年団駅伝大会一

　　1月23日（印

　南郷村をスタートし東郷町経由西郷村ニューホープセンター
をゴールとする全長39．4kmの10区間を女子2名、男子8名でつ

なぐ駅伝大会が行なわれました。

　今年の大会は例年にない強い風とときよりちらっく雪の中で

行なわれましたが、各町村から選ばれた選手たちはそんな悪条

件を尻目に、沿道にかけつけた人たちの応援を受け、ひたすら

次に待つ走者とゴールをめざして力走を展開していました．

　なお今大会では1区を走った原田美穂さん（福瀬）と10区を

走った寺原太さん（田野）の2人が区間賞を獲得しました．

　おめでとうございます．

騨
　　姦

　唾

漁汽融気

「髪　rL

右j圏

－叉【－■㎜］【■【エ【x－■－－－－一■－【－－一蓋夏一ミ三豆＝．塁重互三至τ塁互霊鑑三三＝｝夏夏茎言言互＿＿．一．翼至一夏

志を立てよ

画　立志とは

人生に目的を立て、成し遂げようと決心すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　東郷中学校では毎年立春に立志式が行なわれています一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：今年で14回目となった立志式では中2の男子27名、女子33

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：名の60名がめでたく立志を迎えました．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　校長先生から訓話を受けた後、60名ひとり一人が“立志

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．の証『を読み上げ、それぞれ大人への出発点として大きな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志を立てていました．

互．

o［【－－］□［「【－－－］□【．一コ【一互互田］コ［【竃【－－－］＝］【－■】【エー五＝xコ〔且■葦斑＝【茎｛＿至≡［茎
　　う　ち
　家事のことは、とうちゃんにまかせて…

　　　　　第16回東郷町婦人祭

　　2月6日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　今年で16回目を迎えた東郷町婦人祭は『心豊かな地域づくり　．

に果たす婦人の臨調Lをメインテーマに町総合文fヒセンターで　曾

開かれました．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二

　午前中は4人の代表者による実体験からの生活研究発表と、　曾
最近の社会問題となっているエイズについての講演が行なわれ　：

参加者たちは熱心にメモをとったりしていました．　　　　　　’

　また、午後からは各地区ごとの芸能発表が行なわれ、思考を　・

凝らした華麗な衣装やいきの合った踊りや歌などが披露される　冒

と、会場からはおしみない拍手が盛んにおくられていました．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤゾ

三｝工里三一至三一重：コ【－－一三－皿一【互■三－　＿五＿互互：竃一＝【－室軍軍墾〔Σ茎与亀三三．重＝夏夏

［2月17日（木）

人形劇公演
　　　600人の親子が鑑賞

　文化振興事業の一つとして幼児1親子〕・小学校下学年1

～3年）生を対象とした人形劇「スーホの白い馬　の公演

が町総合文化センターで行なわれました一

　午前中は保育園・幼稚園児らに、午後からは小学生にそ

れぞれ鑑賞していただきました，

　子供たちははじめて見るプロの人形劇のリアノレな動きと

流れに魅了されてか、いっしょに笑ったり、悲しんだ

する場面もあり、いつの間にか物語りの中へと入っ　、煮

ていた様子でした．　　　　　　　　　　　　　　　六｝ヨ，
｛b唄
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．
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し

一

修
　
　
　
　
さ
ん
（
5
1
歳
）

　
現
在
延
岡
市
に
お
住
ま
い
で
、
自

衛
隊
宮
崎
地
方
連
絡
部
延
岡
出
張
所

に
勤
務
さ
れ
、
広
報
官
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
．
ま
た
、
延
岡
在

住
東
郷
町
人
会
の
役
員
（
会
計
）
を

さ
れ
て
お
り
公
私
共
に
た
い
へ
ん
忙

し
い
毎
日
を
お
く
ら
れ
て
い
ま
す
．
、

　
現
在
は
奥
さ
ん
と
二
人
暮
し
、

o
出
身
地

　
　
坪
谷
　
多
武
ノ
木

。
生
年
月
日

　
　
昭
和
十
七
年
九
月
三
十
日

。
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
　
吉
田
良
正
さ
ん
（
父
）

★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
純
な
し
☆
★

昔
の
ま
ま
で
迎
え
て
く
れ
る
尾
鈴
山
と
坪
谷
川

　
牧
水
の
故
郷
、
東
郷
町
を
離
れ
て

早
三
十
四
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
茨
城
県
、
福
岡
県
と
勤
務
し
、

現
在
は
、
こ
こ
延
岡
市
で
ま
も
な
く

二
十
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
生
れ
故
郷
東
郷
町
（
坪
谷
）

は
忘
れ
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
幼
い
頃
、
夏
に
な
る
と
泳
い
だ
坪

谷
川
、
私
の
生
ま
れ
た
多
言
ノ
木
は
、

上
流
で
大
き
な
石
も
多
く
、
寒
く
な

る
と
そ
の
石
に
抱
付
き
、
暖
ま
り
又

泳
ぎ
、
恩
給
を
か
ん
で
鼻
に
水
が
入

ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
大
き
な
石
の

上
か
ら
飛
び
込
み
な
ど
を
し
た
事
が

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
坪
谷
川
も
今
は
ヨ
シ
が
茂
り

川
幅
も
小
さ
く
感
じ
ま
す
。

　
玄
武
ノ
木
で
は
瀬
平
川
と
二
つ
に

分
か
れ
、
増
水
し
た
時
は
そ
の
ど
ち
ら

若
者
が
定
住
す
る
村
お
こ
し
事
業
を
…

　
郷
土
東
郷
町
の
発
展
は
決
し
て
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

者
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
行

政
も
頭
痛
の
種
で
し
ょ
う
が
町
民
の

皆
さ
ん
、
若
者
の
定
着
す
る
故
郷
づ

く
り
に
つ
い
て
、
す
ば
ら
し
い
発
想

は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
ノ
．

　
私
は
三
十
四
年
前
に
生
活
の
糧
を

得
る
術
が
あ
っ
た
ら
故
郷
は
出
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
勿
論
、
雇
用
の

場
も
必
要
で
す
が
…
。

　
大
分
県
上
津
江
村
、
遠
く
は
鳥
取

県
．
岩
手
県
等
、
青
年
の
手
法
ら
に

よ
る
村
お
こ
し
運
動
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聴
い
て
い
ま
す
。

町
民
ひ
と
り
一
人
が
主
役
と
な
り
、

「
日
本
一
や
さ
し
い
町
づ
く
り
」
「
日

本
一
親
孝
行
の
町
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

か
で
泳
い
だ
も
の
で
す
。
そ
の
故
郷

に
は
、
老
い
た
両
親
が
永
年
住
み
慣

れ
た
坪
谷
を
離
れ
た
く
な
く
、
町
行

政
（
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
）
に
お
世
話
様

に
な
り
な
が
ら
暮
し
て
い
ま
す
。

　
月
に
一
回
程
度
は
実
家
へ
帰
り
ま

す
。
今
は
道
路
も
県
道
か
ら
国
道
へ

と
昇
格
し
二
車
線
で
全
面
舗
装
と
な

り
、
時
間
的
に
も
速
く
な
り
ま
し
た

が
、
雄
大
な
尾
鈴
山
と
坪
谷
川
は
昔

の
ま
ま
で
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　
へ
故
郷
の
清
き
流
れ
の
坪
谷
川

　
　
岩
に
せ
せ
ら
ぎ
音
高
く

▲左、大内川・右、瀬平川合流
　して下流坪谷川となる

　
物
の
時
代
は
終
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

や
が
て
心
の
時
代
が
必
ず
訪
れ
ま
す
。

農
山
林
の
見
直
さ
れ
る
時
が
近
い
将
来

や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
時
に
向
か

っ
て
、
い
つ
ま
で
も
泳
げ
る
坪
谷
川
を

汚
さ
ず
に
行
政
と
共
に
誇
れ
る
故
郷
（
東

郷
町
）
づ
く
り
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
に
て
植
え
し
桑
畑

　
作
る
人
な
く
葉
の
茂
り
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

年
の
暮
れ
何
か
と
あ
せ
る
事
の
う
ち

　
賀
状
も
あ
り
ふ
れ
」
三
口
葉
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

台
風
に
一
夜
う
た
れ
し
冠
岳

　
　
　
　
　
　
　
ド
ね
り
ご
ダ
ロ
か
　
　
　
ヘ
ロ

　
澄
み
わ
た
る
空
に
厳
に
顕
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

朝
凪
ぎ
の
水
平
線
の
初
日
の
出
朱
の

　
一
点
よ
り
光
射
し
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

　
　
ア
ロ
き
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
デ
　
ず
ド

勝
ち
岡
を
直
ぐ
る
に
似
た
り
百
舌
の

　
声
目
覚
め
て
出
れ
ば
今
日
は
晴
れ

　
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

新
年
に
子
や
孫
来
れ
ば
常
よ
り
も
少

　
　
　
　
　
　
　
み
な
り

　
し
整
う
老
い
の
身
形
を

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

祈
ら
る
る
僧
侶
の
姿
仏
な
り
人
の
心

の
極
に
浸
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

咲
き
急
ぐ
山
茶
花
生
ひ
て
冬
の
日
を

　
つ
ぼ
み
日
に
日
に
ふ
く
ら
み
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
　
延
世

美
し
と
き
れ
い
と
は
違
う
と
名
僧
の

　
説
か
る
る
道
に
深
く
う
な
ず
く

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

春
を
待
つ
梅
の
つ
ぼ
み
を
手
に
と
り

　
て
つ
ま
め
ば
香
り
か
す
か
に
た
だ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
津
　
利
江

新
し
き
年
を
待
ち
つ
つ
小
さ
き
手
に

　
孫
は
年
越
し
の
椀
並
べ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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臨⑤磯◎
の

バ
熊

㊨魑

☆★☆山陰保育園☆★☆

坐．籍鰐
　．一　　　　卜　砂ρ

華
。
，
毒
・

蓄
奪
羅

　　

ﾏ∴、

]
．
、

　
　
　
　
　
　
　
嬉
　
・
ヂ
写
み
し
ん
ご

　
　
レ
題
「
ち
び
つ
こ
太
鼓
」

小
野
田
の
水
尾
慎
吾
く
ん
（
6
歳
）

　
父
・
・
水
尾
政
信
さ
ん

　
母
：
　
　
幸
子
さ
ん

O好きな遊びは何ですか？

　お絵かき

O好きなテレビ番組は何て

　
　
な
？
ラ

　
　
　
か

好
お
好
す
セ
大
た

　セーフームーン

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　バレーボールの選手

伽
響

O好きな遊びは何ですか？　
プ

　
ン

　
ラ

好
ト
好
す
タ
大
た

O好きなテレビ番組は何で
　すか？

　タートルズ

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　プロ野球選手

　
　
仲
深
の
山
本
真
由
美
ち
ゃ
ん
（
6
歳
）

　
　
　
　
父
：
山
本
建
男
さ
ん

　
　
　
　
母
：
　
　
美
香
さ
ん

　
　
く
題
「
ち
び
っ
こ
太
鼓
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ダ

ソ
〃
㌶
領
熱
い
鷺
も

．
Y
．
γ
．
γ
．
γ
．
Y
。
Y
．
Y
．
T
．
Y
．
Y
．
Y
。
γ
．
Y
．
Y
．
Y
．
7
．
Y
・
Y
・
γ
・
Y
。
Y
・
T
・
Y
。
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
γ
・
Y
・
7
・
T
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
・
7
・
γ
・
γ
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
7
・
Y
・
γ
・
γ

国槽懸鯛
第20回年賀状
　　版画コンタール

一東郷小学校から5人の入賞一

　NHK宮崎放送局とフェニ
ックス自然動物園が毎年主催
して行なっている、小中学生
を対象にした年賀状版画コン
クールに東郷小学校から5人
の入賞（下記）と10人の入選・

佳作がありました。

　主催者に問い合わせたとこ
ろ東郷小学校の今回の成績は
県下でもトップだったという
ことです。おめでとうござい
ました。

O金賞（県教育長賞）

　2年生　山口雄一（小野田）
O金賞（NHK宮崎放送局長賞）

　1年生　伊東貴明（鶴野内）
O金賞（フェニ・クス自然動物園賞）

　6年生　山崎真梨子（・1・野田）

o銅賞

　5年生　山本陽子（仲深）
o銅賞

　6年生　寺原郷子（小野田）

梶
　
馳

C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．r、一、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一－．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～’、＿A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿r「」．’一－一．4需隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．r、．．’　　　　　層’、．．門戸髄、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、．一’　　　　　　　　　　　　門1り一由監曽　　　　　　　　　　　　　　　1．■’一、＿．r㌦＿．門、＿「㌦＿　　　　　　　　　　㌦’一、闇r、剛．r■．闇r㌦門　　　　　A囲臨ρ團、’制闇｝A一A’、一．r㌦

動
勃
②
㊨
麹

有
限
会
社

　
　
　
　
山
下
技
建

東
郷
町
大
字
山
陰
乙
四
〇
四
番
地
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
瀬
）

T
E
L
⑳
2
2
3
7

F
A
X
⑲
2
8
7
8

㌦
o
設
立
年
月
日
は
？

　
　
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
】
日

｝
o
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

　
　
男
二
十
】
人
・
女
九
人
の

　
計
三
十
人
で
す
。

（
O
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

　
　
　
一
般
土
木
工
事
業
で
す
。

・
o
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
何
で
す

か
？

　
企
業
基
盤
の
確
立
の
為
、

人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　
地
域
社
会
に
対
し
て
の
貢

献
を
色
々
な
形
で
考
え
実
行

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑳

　　［、げ　　　　　幽「円　　り胞■隔り　　　　．“

O
何
か
ピ
ー
ア
ー
ル
し
た
い
こ
と
は

　
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・

　
　
約
半
数
の
従
業
員
が
地
元
の
人
吐

達
で
、
み
ん
な
頑
張
穿
、
い
た
だ
…

　
い
て
い
ま
す
．
．

　
従
業
員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
…

が
・
地
元
の
方
は
大
歓
迎
で
す
∴

垂
　
　
＝
罷

髄・
球
困
や
軒
、
・

6
響
き
・

　
・
．
・
丁
転

　
　
讐
メ
・

攣
㌔
撫
§

｝
麟

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉

　　　　　　鞘8ご’り⑨

鎗
麟
，
譲
蘭
鶏

⑳
頭
痛
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院

　
　
内
科
日
高
利
昭

　
日
頃
か
ら
頭
痛
に
悩
む
方
は
多
い

か
と
お
も
い
ま
す
が
、
こ
の
頭
痛
の

中
に
は
命
に
関
わ
る
も
の
が
隠
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
こ

の
簡
単
な
見
分
け
方
に
つ
い
て
お
話

し
ま
し
ょ
う
。

　
一
般
に
次
の
よ
う
な
症
状
の
あ
る

時
は
脳
血
管
障
害
（
い
わ
ゆ
る
脳
卒

中
）
な
ど
の
可
能
性
が
高
く
、
す
ぐ

に
病
院
を
受
診
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
．
、

一、

｡
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な

　
い
程
強
い
頭
痛
が
突
然
起
こ
っ
た

　
と
き

二
、
神
経
症
状
の
伴
う
場
合
～
例
え

　
ば
急
に
腕
が
動
か
な
く
な
っ
た
、

　
物
が
二
重
に
見
え
る
、
言
葉
が
で

　
な
い
な
ど

三
、
頭
痛
に
伴
い
吐
き
気
や
、
物
を

　
吐
い
た
り
す
る
と
き

四
、
意
識
障
害
が
あ
る
場
合
は
特
に

　
可
能
性
が
強
く
緊
急
の
検
査
が
必
要

付
け
加
え
る
な
ら
ば
い
わ
ゆ
る
脳
卒

中
は
冬
に
多
い
よ
う
で
す
．
．
そ
れ
に

対
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
緊
急
性

は
少
な
く
あ
わ
て
な
く
て
も
よ
い
よ

う
で
す
〕

】、

S
臓
が
打
つ
の
と
同
時
に
頭
痛

　
が
ズ
キ
ッ
、
ズ
キ
ッ
と
す
る
も
の
．
．

二
、
繰
返
し
起
こ
る
頭
痛
～
特
に
一

　
定
の
時
間
に
な
る
と
（
例
え
ば
夕

　
方
に
な
る
と
）
頭
痛
が
起
こ
る
も

　
の

三
、
肩
凝
り
や
首
の
痛
み
を
伴
う
も

　
の

四
、
家
族
の
な
か
に
同
様
の
症
状
を

　
繰
り
返
す
人
が
い
る
場
合

た
だ
し
頭
痛
が
段
々
強
く
な
る
場
合

や
神
経
症
状
が
で
て
く
る
場
合
は
精

密
検
査
の
必
要
な
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
と
に
か
く
、
ま
ず
は
先
に
あ
げ
た

緊
急
性
の
あ
る
頭
痛
を
見
逃
さ
な
い

こ
と
が
重
要
で
す
が
、
慢
性
の
頭
痛

持
ち
の
な
か
に
も
脳
腫
瘍
な
ど
と
い

っ
た
病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
．
、
お
か
し
い
な
、
と
思
う
こ

と
が
あ
れ
ば
は
や
め
に
病
院
を
受
診

す
る
の
が
好
ま
し
い
で
し
よ
テ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

轟
～
。
へ
，

ρ

⑳歯科医師会だより
　
前
回
は
、
む
し
歯
を
放

置
し
た
が
た
め
に
起
こ
る
、

骨
髄
炎
や
骨
膜
炎
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
し
た
。
今

回
は
さ
ら
に
、
歯
が
原
因

と
さ
れ
る
全
身
的
疾
患
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
よ

う
。
　
一
般
に
は
、
歯
性
病

巣
感
染
と
言
わ
れ
る
も
の

で
す
。

　
歯
性
病
巣
感
染
と
は
、

歯
牙
及
び
そ
の
周
囲
組
織

に
漫
性
の
炎
症
巣
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
離
れ
た
臓
器
に

障
害
が
起
こ
る
と
い
う
も

の
で
す
。
例
え
ば
、
関
節

の
痛
い
患
者
が
、
歯
科
治

療
に
よ
り
関
節
痛
が
と
れ
た
と
か
い

っ
た
こ
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
の
時
代
か
ら
経
験
的
に
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
い
わ

ゆ
る
難
治
性
の
皮
膚
疾
患
が
、
歯
科

治
療
に
よ
り
好
転
し
た
例
も
か
な
り

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
因
と
な
る

歯
牙
に
は
慢
性
歯
髄
炎
（
歯
の
中
の

神
経
の
炎
症
）
、
歯
髄
え
そ
（
神
経
が

死
ん
で
根
の
先
に
膿
が
た
ま
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
）
、
感
染
性
歯
根
肉
芽

腫
（
細
菌
感
染
で
歯
の
根
尖
に
肉
芽

腫
を
形
成
し
た
も
の
V
と
い
っ
た
病

巣
が
存
在
し
ま
す
。

　
ま
た
、
歯
肉
炎
や
歯
周
炎
と
い
っ

た
歯
周
疾
患
が
原
因
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
障
害
の
出
る
主
な
臓
器
と
し
て
、

心
臓
・
腎
臓
・
関
節
・
神
経
系
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
心
臓
は
心
膜
炎
や
心

隔
炎
、
腎
臓
で
は
糸
球
体
性
腎
炎
、

関
節
で
は
関
節
炎
等
が
引
き
起
こ
さ

れ
ま
す
。
神
経
系
で
は
、
自
律
神
経

の
機
能
障
害
に
よ
る
内
分
泌
失
調
や

自
律
神
経
失
調
、
下
垂
体
や
副
腎
機
能

の
低
下
、
さ
ら
に
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
疾

患
や
湿
疹
、
じ
ん
麻
疹
ま
で
引
き
起
こ

さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
痛
く
な
い
か
ら
と
か
、
治
療
の
暇

が
な
い
と
い
っ
た
理
由
で
む
し
歯
や

歯
周
疾
患
を
放
置
し
て
お
く
と
、
身

体
の
他
の
所
ま
で
悪
影
響
を
及
ぼ
し

か
ね
ま
せ
ん
。
歯
も
人
体
の
】
部
で

あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

表
紙
へ
牧
水
9
一
た

　
こ
の
歌
は
、
大
正
五
年
二
九
一

六
・
三
一
歳
）
の
早
春
の
詠
草
で
、

第
九
歌
集
『
朝
の
歌
』
に
収
め
て
あ

り
ま
す
。
牧
水
は
こ
の
頃
、
妻
喜
志

子
の
療
養
の
た
め
神
奈
川
県
北
下
浦

村
（
現
在
、
横
須
賀
市
内
）
に
転
居

し
て
い
ま
し
た
．
．
こ
の
村
は
三
浦
半

島
の
端
に
近
い
漁
村
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
歌
は
平
明
そ
の
も
の

で
、
そ
の
ま
ま
誰
に
も
わ
か
り
ま
す
。

平
明
で
流
麗
、
清
ら
か
に
澄
ん
だ
歌

こ
れ
が
牧
水
の
自
然
詠
の
特
色
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
若
山
い
く
子
さ
ん
（
故
人
）

　　

@　

E
の
解
説

　
　
　
渡
　
邊
　
邦
　
彦

は
、
『
私
の
好
ぎ
な
牧
水
秀
歌
』
と
し

て
こ
の
歌
を
選
び
、
次
の
よ
う
に
言

っ
て
お
ら
れ
ま
す
．
．

　
「
．
私
は
こ
の
歌
を
読
む
と
、
牧
水
生

家
の
竹
の
林
が
目
に
浮
ぶ
。
そ
れ
は

生
家
か
ら
裏
山
へ
つ
づ
く
深
い
茂
り

の
孟
宗
の
竹
林
で
あ
る
。
昭
和
四
八

年
の
創
作
の
大
会
（
東
郷
町
会
場
）

で
、
こ
の
竹
の
林
の
み
つ
み
つ
し
い

深
い
茂
み
を
初
め
て
見
上
げ
た
時
、

三
浦
半
島
時
代
の
歌
集
『
朝
の
歌
』

に
載
る
こ
の
「
わ
が
庭
」
の
一
首
に

込
め
ら
れ
た
牧
水
の
心
に
触
れ
る
思

鴫

濯

い
が
し
た
の
で
あ
っ
た
。
『
浅
け
れ
ど
』

の
字
句
の
奥
に
在
る
も
の
は
、
ま
さ

に
牧
水
の
望
郷
の
お
も
い
な
の
だ
…
…
し

と
。　

ま
た
、
晩
年
の
作
に
も
次
の
歌
が

あ
る
が
、
同
じ
お
も
い
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　
筍
の
落
せ
る
皮
を
拾
ひ
持
ち
て

　
こ
の
美
し
き
に
こ
こ
ろ
う
た
れ
つ

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　　塘どうこ層’り。
　　　　　お知らせ
〈　（イこノ7二二ー・ショこレ）湯〉

四
月
か
ら
役
場
は

す
べ
て
の
土
曜
日
が

　
休
み
に
な
り
ま
す

　
役
場
は
国
や
県
の
機
関
な
ど
と
同

様
、
四
月
か
ら
す
べ
て
の
土
曜
日
が

休
み
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
幼
稚
園
、
保
育
園
等
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
土
曜
日

も
業
務
を
行
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
死
亡
届
や
火
葬
許

可
の
申
請
等
は
、
従
来
ど
お
り
行
い

ま
す
。は

り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

補
助
金
の
申
請
は

　
3
月
末
日
ま
で
に

　
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
補

助
金
の
申
請
は
、
三
月
末
日
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

　
東
郷
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
本

年
度
か
ら
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
補
助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
六
年
一
月
末
現
在
利
用
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
が
二
二
二
名

で
、
こ
の
内
補
助
金
申
請
を
し
て
い

る
か
た
が
六
五
名
し
か
い
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
、
補
助
金
の
申
請
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
本
年
度
中
に
申
請
を

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
請
を
さ
れ
る
際
に
は
、
印
鑑
と

利
用
者
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
五
年
度
の
利
用
者
証

は
、
平
成
六
年
三
月
三
十
一
日
で
期

限
切
れ
に
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
六

年
度
も
利
用
さ
れ
る
方
は
、
四
月
以

降
に
切
替
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
請
受
付
及
び
詳
し
い
お
問
い
合

わ
せ
ば
、
住
民
課
保
険
年
金
係
ま
で
。

農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
　
　
縦
覧
受
付

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

縦
覧
受
付
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

▽
期
間
　
2
月
2
3
日
（
水
〉
～
3
月
9
聖
水
）

▽
時
間
　
毎
日
午
前
8
時
3
0
分
～
午

　
　
　
　
後
5
時
ま
で
（
土
日
含
む
）

▽
場
所
　
役
場
総
務
課
内
選
挙
管
理

　
　
　
　
鴎
貝
会
事
務
局

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　
　
　
　
　
　
開
催
中

▽
期
間

▽
場
所

▽
対
象
者

2
月
2
6
日
（
土
）
～

3
月
7
日
（
月
）

ア
ス
テ
ィ
寿
屋
日
向
店

　
3
F
ア
ス
テ
ィ
広
場

日
向
市
、
門
川
町
、
東

郷
町
の
小
・
中
学
生

　
町
内
か
ら
も
多
数
の
作
品
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
涯
学
習
推
進
大
会
・

　
自
治
公
民
館
大
会

　
　
　
　
　
　
の
開
催

自
ら
の
意
志
に
基
づ
き
各
学
級
・

教
室
に
参
加
し
て
き
た
成
果
を
お
互

い
に
発
表
し
合
い
、
更
に
自
治
公
民

館
の
地
域
づ
く
り
の
実
践
活
動
を
報

告
し
合
い
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

誰
で
も
」
が
学
習
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
開
催
す
る
も

の
で
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時

▽
場
所

▽
内
容

3
月
6
日
（
日
）
　
午
前
8

時
3
0
分
～
午
後
0
時
3
0
分

町
総
A
口
文
化
セ
ン
タ
ー

●
各
学
級
・
教
室
の
閉
級

　
式

●
事
例
発
表

●
講
演
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
恵
泉

会
理
事
長
滝
田
和
子
氏
に

よ
る
「
生
き
る
よ
ろ
こ
び

と
仲
間
づ
く
り
」
）

卒
園
・
卒
業
式
日
程

　
平
成
五
年
度
町
内
の
保
育
園
・
幼

稚
園
及
び
小
・
中
学
校
の
卒
園
・
卒

業
式
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
鶴
野
内
保
育
園

▽
坪
谷
保
育
園

▽
山
陰
保
育
園

▽
寺
迫
幼
稚
園

▽
東
郷
幼
稚
園

▽
坪
谷
幼
稚
園

▽
小
学
校

▽
中
学
校

3
月
2
3
旦
水
）

3
月
2
4
日
目
木
）

3
月
2
6
日
目
土
）

3
月
2
4
日
（
木
）

3
月
2
6
日
（
土
）

3
月
2
5
公
金
）

3
月
1
8
五
金
）

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
3
月
1
5
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
3
月
1
6
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

　
今
回
は
、
宮
崎
行
政
監
察
事
務
所

か
ら
職
員
が
来
回
し
て
、
山
口
俊
一

相
談
員
と
共
に
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
意
見
、
要
望
な
ど
が
あ
れ
ば
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
随
時

箸
高め

灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
2
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
仲
瀬
の
井
本
幸
男
さ
ん
か
ら

（
酒
井
イ
チ
さ
ん
・
9
1
歳
ご
逝
去
）

◎
福
引
の
関
野
安
弘
さ
ん
か
ら

（
関
野
ハ
ツ
ヱ
さ
ん
・
7
4
歳
ご
逝
去
）

◎
下
渡
川
の
一
寸
直
さ
ん
か
ら

（
山
床
セ
ン
さ
ん
・
7
9
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
末
書
さ
ん
か
ら

（
矢
野
與
平
さ
ん
・
8
6
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
稲
田
タ
マ
キ
さ
ん
か
ら

（
稲
田
末
春
さ
ん
・
6
7
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
東
郷
町
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
か

ら
産
業
文
化
祭
の
益
金
の
一
部
を
社

会
福
祉
の
為
に
と
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

一
、
．
．

●

（一

雌
ﾍ
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

那
須
　
一
生

矢
野
裕
治

都
甲
弥
優

赤
ち
ゃ
ん
の
名

二
人
’

和
彦

劣
名

小
野
田

坪
谷

小
野
田

住
所

死
　
亡
　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

稲 矢 関 山 吉 堀
氏

田 野 野 床 田

末 與 9 セ κ 政

春 平 ヱ ン ヱ 朝
名

67 86 74 79 80 82 年

歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

坪 坪 福 下 羽 鶴 住
渡 野

谷 谷 瀬 川 坂 内 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉


	６００名が春をつれてやってきた！第１４回牧水ロードレース大会
	かんむり山の音楽会
	走るな！歩いて渡ろう横断歩道
	今年も4位に入賞－第３６回東臼杵郡青年団駅伝大会
	志を立てよ
	家事のことは、とうちゃんにまかせて－第16回東郷町婦人祭
	人形劇公演－６００人の親子が鑑賞
	わがふるさと東郷町－吉田修さん
	ちびっこギャラリー　山陰保育園
	街の話題－第２０回年賀状版画コンクール－東郷小学校から５人の入賞
	動勃②㊨麹

